


機物が増加することで貧酸素化することが考えられる。今年度は、シャットネラ属に

よる赤潮の発生中から衰退後にかけて溶存酸素濃度が低下しており、また、沿岸部や

湾奥部での低下が顕著であった。7 月中旬から下旬の溶存酸素濃度の低下前、8 月上旬

から 8 月中旬ごろまでの溶存酸素濃度の低下時に、珪藻類の増殖は確認されなかった。

また、8 月中旬の溶存酸素濃度の低下時については、前線停滞による降雨の影響で河川

からの有機物の流入が影響したものと考えられた。 
今年度は、昨年度発生した 7 月豪雨と同様、8 月の前線停滞による大量の降雨や赤潮

の発生・衰退により、沿岸部や湾奥部での溶存酸素濃度の低下が顕著となり、その結

果、中底層の一部で貧酸素水が発生したと考えられた。今後は、大規模な出水や赤潮

が発生した際に溶存酸素の低下が確認される状況から、有明海熊本海域での水質環境

と植物プランクトンの発生動向の継続的な調査を実施し、貧酸素水の動態を検証する

必要があると考えられた。 
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イ．貧酸素水塊に関するデータの提供及び利活用の促進 
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１．全体計画 
（１）目的 
 貧酸素水塊の形成を迅速に把握し、予察に資するためには、水温、塩分等の観測データを迅

速に収集し、提供することが求められている。本課題では、漁業者や行政担当者、試験研究機

関の担当者及び広く一般に向けて、１）定期観測による広域的な水温、塩分、溶存酸素等の貧

酸素水塊のモニタリング情報を収集する体制を構築し、２）貧酸素水塊発生等の情報の迅速な

提供を行うシステムの開発及び３）開発したシステムを用いて迅速に情報提供することを目標

とする。そのため、平成 25～30 年度に水産庁事業により開発し、九州西岸海域及び瀬戸内海海

域を対象に運用してきた「赤潮分布情報」のノウハウを基に、関係機関が観測する水温、塩分、

溶存酸素等の水質データを多数の提供者より収集してデータベース化し、一般向けに分かりや

すく迅速に提供するシステムを開発し、運用する。 
 
（２）試験等の方法 
本課題では、有明海等で夏季に発生する貧酸素水塊の迅速な把握と予察及び貧酸素水塊によ

る漁業被害の軽減に資するため、関係機関が観測する水温、塩分、溶存酸素等の水質鉛直観測

データを収集してデータベース化するとともに、既存の「赤潮ネット（沿岸海域水質・赤潮観

測情報）」の情報提供サイト内に新たに「貧酸素情報」サイトを開設し、収集した水温、塩分、

溶存酸素等のデータを一般向けに広く迅速に提供する。 
 
２．令和３年度計画および結果 
（１）目的 
 全体計画に同じ。 
 
（２）試験等の方法 
本課題では、以下の 3 つの課題を実施した。 

 
１）貧酸素水塊に関するデータの収集 

関係機関が多項目水質計等を使用して観測する水温、塩分、溶存酸素等の鉛直データの提供

を受け、既存の「沿岸海域水質鉛直データベース」に収録した。収録したデータは関係機関で

共有して活用した。 
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２）「貧酸素情報」システムの開発 

水産研究・教育機構及び株式会社アイコックは、平成 25～29 年度に赤潮及び水質情報を迅速

に収集し、情報を提供するためのシステム「赤潮分布情報」を開発し、「赤潮ネット（沿岸海域

水質・赤潮観測情報）」の情報提供サイトを通じて、関連情報とともに、赤潮及び水質情報を迅

速に収集し、情報を提供してきた。本課題では、平成 30 年度より「赤潮分布情報」の情報収

集・提供システムを活用し、収集した多項目水質計で観測した水温、塩分、溶存酸素等データ

を収録し、それらの情報を公表する「貧酸素情報」システムを開発し、運用した。 
なお、平成 30 年度には「沿岸海域水質鉛直データベース」を「貧酸素情報」のデータ登録用

のエクセルファイルの様式に適合した CSV ファイルを出力できるように改良した。また、平成

31 年度にはスマートフォン版を開発するなど、利活用を進めるために改良した。 
 
３）「貧酸素情報」の提供 

「沿岸海域水質鉛直データベース」に収録されたデータを出力・加工して、既存の「赤潮分

布情報」に登録し、「貧酸素情報」において迅速に分布図、時系列図等の情報を漁業者及び一般

向けに広く迅速に提供した。 
また、「貧酸素情報」により提供される情報に基づいて、漁業現場で速やかに漁業被害防止対

策が講じられるようにシステムを運用するとともに、システム、データベース及びユーザーイ

ンタフェース等の改良点を検討した。 
 
（３）結果および考察 
１）貧酸素水塊に関するデータの収集 

有明海、八代海及び橘湾で関係機関が多項目水質計等を使用して観測する水温、塩分、溶存

酸素等の鉛直データ（表 1-2-1）の提供を受け、既存の「沿岸海域水質鉛直データベース」に収

録した。収録したデータは関係機関で共有して活用した。 
 

表 1-2-1．収集した鉛直データ（2021 年度） 

海域 地点 観測回数 備考 

有明海 

 

奥部 8 地点 8 回 水産技術研究所観測 

全域 111 地点 2 回 10 機関による共同観測 

中央部 7 地点 5 回 熊本県水産研究センター観測 

橘湾 20 地点 9 回 長崎県総合水産試験場観測 

八代海 21 地点 2 回 水産技術研究所・熊本県水産研

究センターによる共同観測 

 

２）「貧酸素情報」システムの開発 

平成 25～29 年度に開発した「赤潮分布情報」のノウハウを活用して平成 30 年度に新たに「貧

酸素情報」システムを開発し、「赤潮ネット（沿岸海域水質・赤潮観測情報）」の情報提供サイ

トに開設した（図 1-2-1）。 
「貧酸素情報」システムでは、水産研究・教育機構水産技術研究所が管理する「沿岸海域水
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質鉛直データベース」に登録された水質の鉛直データを活用した。 
令和 2 年度には、データが新規に登録されたら、メールアドレス登録者に「お知らせメール」

が送付されるようにシステムを改良した。令和 3 年度には、貧酸素調査日一覧表を開発した。 
 
①「貧酸素情報」システムの概要 

「貧酸素情報」は「赤潮分布情報」と同様にインターネット上で公表されるウェブシステム

であり、インターネットに接続できる環境があれば、ブラウザを通じてデータを登録すると

ともに、閲覧することができる（図 1-2-2）。 
管理者権限の機能、機関認証及びデータ登録に関するマスターデータは、「赤潮分布情報」

と共有するシステムである。 
データの登録・編集、閲覧等の機能は、機関ログイン認証機能で認証されたユーザーのみが

利用可能である。公表に際してのデータの品質管理は各入力機関によっている。また、ログイ

ンユーザーはデータ登録に関する各機関のマスターデータの編集、「情報共有」機能の利用が

可能である。 
 
 

 
図 1-2-1．赤潮ネット（沿岸海域水質・赤潮観測情報） 
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図 1-2-2．「貧酸素情報」のシステム全体図 

 
② 「貧酸素情報」システムの主な機能 
 ア．水質分布表示 

「貧酸素情報」では、データ提供機関より登録された水質の鉛直データを即時にデータ 
して地図上に分布表示し、広く一般向けに公表する（図 1-2-3）。 

 

 
図 1-2-3．「貧酸素情報」のトップページの表示例 
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「貧酸素情報」のトップページでは、有明海の現在日付の最下層の溶存酸素（%）のデータ 
を初期表示する。海域、水質項目をドロップダウンより選択、日付をカレンダーより選択（期

間指定も可）すると指定の条件で検索を行い、該当したデータを地図上に分布表示する。 
地図上の分布表示の「●」をクリックすると地点名等の情報を表示する。さらに、「詳細」

をクリックすると、その地点の全層の水質の数値を表示、「鉛直グラフ」をクリックすると、

その地点の水質の鉛直グラフが表示される（図 1-2-4）。 
 

 
図 1-2-4．水質の詳細データ及び水質の鉛直グラフの表示例 

 
イ．データ登録／編集／検索／出力 
 データ登録／編集／検索／出力の各機能は、データ取得機関がウェブシステムにてログイ

ン認証後に利用できる。 
データの登録は、「沿岸海域水質鉛直データベース」（図 1-2-5）から検索・出力された CSV 

データを入力用の Excel ファイル（図 1-2-6）に読み込み、ウェブシステム上でファイルのア 
ップロードを行うと完了する。 

 

 
図 1-2-5．「沿岸海域水質鉛直データベース」 
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図 1-2-6．データ入力用 Excel ファイルへの水質鉛直データの取込 

 
入力用 Excel ファイルの出力と取り込みは、データ提供機関がウェブシステムにて行う。各

機関で登録対象地点を設定・選択できるように、マスターデータを設定することが可能であ

る。 
登録済みのデータを修正・削除する場合は、ウェブシステムで対象のデータを検索し、修

正・削除を行うことが可能である（図 1-2-7）。データの修正・削除は入力した機関以外は不

可である。検索したデータは、CSV 形式で出力（ダウンロード）することが可能である。 
また、入力機関は、公表可否及びダウンロード可否を設定可能である。 

 

 
図 1-2-7．データ検索の表示例 
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